






 受賞製品の応募企業は、本ガイドラインの規定を遵守し、適正にロゴマークを使用
してください。

 ロゴマークに付する文言（説明文言）は、受賞時に通知された内容と同一のものと
してください。

 ロゴマークに付する二次元コードは、＋あんしんウェブサイト上での当該受賞製品の
紹介ページへ誘導するものとしてください。

 基本、通常表記（表示承認年等の記載がある縦または横のロゴ）（P04 参
照）を1か所以上で使用してください。

 簡易表記（P05 参照）は、表示スペース上、通常様式を使用すると文字が見え
にくくなり、ロゴマーク本来の目的を果たすことが難しい場合（製品本体に表示した
いが、スペース上表示が難しい場合）など、簡易表記を使用する方が適切と判断さ
れる場合に原則使用します。

 簡易表記は、1製品１箇所のみに付することができます。
 応募書類において、通常表記及び簡易表記をどこに付す予定か、記載してください。
例：製品本体（具体的な場所についても予定があれば記載してください）、取扱
説明書、チラシ、梱包箱、カタログ、ホームページ等

 基本事項 ■ 使用できる媒体

■ 使用できる期間

受賞製品の本体、取扱説明書、チラシ、梱包箱、カタログ、ホームページ等に広く使用できます。
ただし、受賞製品以外の製品に付したり、受賞していると誤認させたりするような使用は控えて下
さい。

通常表記
永年表示が可能です。
簡易表記
受賞した年度を初年度として、連続4年度までに製造又は出荷された製品に限り表示できます。
受賞製品の設計変更／対象製品追加した場合
審査要領にある所定の手続きを経て、リスク低減方策の効果等に影響がないと認められた場合、
ロゴマークを表示することができます。
その場合、通常表記は永年表示が可能、簡易表記は当初の受賞時からの残余の期間に限り
表示できます。

■ その他

ロゴマークの使用について不明点がある場合は表彰事務局にご確認ください。



この製品は誤使用・不注意をきっかけ
とした〇〇による△△のリスク低減が
図られた製品です

表示承認年 2025年 / 機種型番〇〇-〇〇
事業者名 〇〇株式会社
※リスクをなくすことを保証するものではありません。

表示承認年 2025年 / 機種型番〇〇-〇〇 / 事業者名 〇〇株式会社
※リスクをなくすことを保証するものではありません。

この製品は誤使用・不注意をきっかけとした〇〇
による△△のリスク低減が図られた製品です
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展開デザイン 基本色
表示様式 – 縦 表示様式 – 横
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PANTONE 166C
CMYK C0 M83 Y100 K0
RGB R234 G77 B7

CMYK C0 M0 Y0 K100
RGB R0 G0 B0



展開デザイン 単色
表示様式 – 縦 表示様式 – 横

CMYK C0 M0 Y0 K75
RGB R64 G64 B64

CMYK C0 M0 Y0 K100
RGB R0 G0 B0
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この製品は誤使用・不注意をきっかけ
とした〇〇による△△のリスク低減が
図られた製品です

最終行が１～２文字程度で
行送りされる場合は、
時間を詰めて前の行内に
おさめてください。リスク低減施策詳細と注意表示の間は

オレンジのラインを入れてください。

オレンジのラインの左右は文字より
0.02a外側まで引いてください。

文言は左右この範囲に収まるように入れてください。

表示承認年 2025年 / 機種型番〇〇-〇〇
事業者名 〇〇株式会社
※リスクをなくすことを保証するものではありません。

推奨フォント：游ゴシック Bold
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※リスクをなくすことを保証するものではありません。

推奨フォント：游ゴシック Bold

文言は左右この範囲に収まるように入れてください。
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問い合わせ先
＋あんしん表彰事務局

www.meti.go.jp/product_safety/ps-award/risksystem/




